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コ
ス
ト
一
一．難
一付
Ｌ
以
下
に
抑
制

【
横
浜
｝
Ｋ
Ｒ
Ｄ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（神
奈
川
県
大
和
市
、
小
松
弘
英
社
長
、
０
４
６

・
２
７
１

・
１
５
０

０
）
は
川
崎
市
内
の
２
社
と
共
同
で
、
回
転
す
し
で
使
う
皿
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ

（電
子
荷
札
）
を
内
蔵
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
食
器

「
ｉ

ｃ
Ｗ

ａ
ｒ
ｅ
（
ア
イ
シ
ー
ウ
ェ
ア
）
」
を
開
発
し
た
。
大
手
回
転
す
し
チ
ェ
ト
ン
店
へ
の
導
入
を
目

指
す
。
将
来
は
企
業
の
社
員
食
堂
で
の
料
金
精
算
や
栄
養
の
管
理
、
病
院
食
向
け
給
食
用
食
器
へ
の
応
用
な
ど
も
視

野
に
入
れ
て
い
く
。
初
年
度
３０
万
枚
の
販
売
し
、
３
億
円
の
売
り
上
げ
を
見
込
む
。

‐れ四噂ガ〓驚な２Ｒ”“一‐ク８解輩嘲馨れ）を「繭影『

特
殊
フ
ァ
イ
バ

ー
と
柔
軟
な
耐

熱
素
材
を
用
い

る
こ
と
で
、
折

り
曲
げ
た
り
ね

じ
つ
た
り
で
き

る
。食

器
の
製
造

は
、
三
光
ラ
イ

食
器
に
ｉ
Ｃ
タ

グ
を
内
蔵

卜
工
業

（川
崎
市
中
原
区
、

永
峰
大
三
社
長
、
０
４
４

・

７
５
１

・
４
１

‐
９
８
）
、
シ

ス
テ
ム
の
開
発
は
イ
ッ
ツ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
同
、
淡

路
正
明
社
長
、
０
４
４

一
９

４
８

・
９
８
８
８
）
が
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
食
器
内
に

フ
レ
ッ
ク
ス
ー
Ｃ
タ
グ
を
内

蔵
す
る
技
術
は
現
在
、
特
許

を
申
議
し
て
い
る
。
食
器
の

製
造
技
術
に
つ
い
て
は
ラ
イ

セ
ン
ス
供
与
す
る
こ
と
も
可

能
だ
。

従
来
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
使

っ

て
食
器
の
識
別
を
行
う
場

合
、
食
器
の
裏
側
表
面
に
Ｉ

Ｃ
タ
グ
を
張
り
付
け
る
の
ア

イ
シ
ー
ウ

ェ
ア
は
食
器
内
部

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
封
入
す
る
こ

と
で
、
貼
り
付
け
る
手
間
が

か
か
ら
な
い
。
Ｉ
Ｃ
タ
グ
が

剥
が
れ
た
り
、
欠
け
た
り
し

て
デ
ー
タ
が
読
み
取
れ
な
く

な
る
こ
と
も
な
く
な
る
。

ま
た
、
食
器
と
Ｉ
Ｃ
タ
グ

と
の
間
に
で
き
る
わ
ず
か
な

隙
間
か
ら
菌
が
繁
殖
す
る
可

能
性
が
あ
る
が
「
食
器
に
内

蔵
さ
せ
る
こ
と
で
衛
生
面
で

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

費
用
も
貼
り
付
け
る
方
法

と
比
較
し
て

「同
等
も
し
く

は
安
く
す
る
こ
と
が

で
き

る
」

（
小
松
社
長

）
と

い

一つ
。


